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緒 －冒

アンスリウム （Anthuriumandraeanum L.）は，熱帯ア

メリカ原産のサトイモ科アンスリウム属の非耐寒性の

常緑多年草である アンスリウムは赤や紫，白，ピン

ク，茶，緑などに鮮やかに色づく直葉（仏炎直）に加

えて葉も美しく，切り花をはじめ観葉植物としても人

気が高い．アンスリウムの花序は適温下であれば1年

を通して分化，発育し環境や栄養状態，品種によって

も異なるが年間3～ 8本形成される．当京都大学附属

農場では現在アンスリウムの切り花生産を行っており，

同時に生産活動から得られる切花収量， 品質データと

気温などの栽培環境データから，栽培環境の季節変化

が切花の生産性に及ぼす影響について研究を行ってい

る．これまでに筆者らはアンスリウム花序の収礎本数

および品質に及ぼす気温の影響について調査し，収穫

本数は初夏に多く初冬に少ないこと，また7月から翌

年1月に収穫される花序において，高温の影響と思わ

れる花芽の座死による収穫本数の減少が生じること，

収穫物の品質に関しては夏期に直葉が小型化し品質が

低下することを明らかにしている（松田ら 2014）.本研

究ではアンスリウム切花の最も重要な品質の一つであ

る直葉の色（花色）の季節変化の傾向について明らか

にした．

現在、当農場ではオランダAnthura社の品種‘Angel’，

‘Fire’， 'Previa' , 'Sirion’， 'Tropical’および‘Xavia’

の6品種を用いてアンスリウムの切花生産を行ってい

るが， ‘Angel’， ‘Fire’および＇ Tropical’を除くすべ

ての品種で花色が夏期に淡く退色し，品質が低下する

ことを感覚的に確認している． 夏期に生じる花色の退

色に関してパラやスプレーギク，カーネーションでは

高温の影響が指摘されている（志佐 ・高野 1964,

Maekawa and Nakamura 1977野崎ら2006）.しかし，ア

ンス リウムの花色の季節変化に関しては，その傾向や

花色と気温の関係についての報告は見当たらない．そ

こで本研究ではアンスリウムの花色を定量化し， l年

聞を通して経時的に測定することで，本農場において

感覚的に確認されているアンスリウムにおける花色の

季節変化の傾向を明らかにするとともに，アンス リウ

ムの花色の変化と気温の関係について検討する．

材料および方法

京都大学農学研究科附属農場古曽部温室のガラスハ

ウス植栽の Anthura社の品種 ‘Tropical’（花色；赤），

‘Fire’（赤），‘Previa’（紫），‘Sirion’（ピンク），‘Xavia’

（赤紫）および対照区として花色の濃淡に変化が生じな

いと考えられる白色品種の‘Angel’を供試した．ハウ

ス内の気温調節は冬期に最低温度が 13℃を下回らない

ように行うボイラーによる加温のみであり，夏期の冷

房は行っていない．遮光は 11月頃から 4月頃までは遮

光率60%,5月頃から 10月頃までは遮光率80%となる
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ように行った．培地にはポリエステル製の糸状培地

ウォータージェット⑧（アースコンシャス株式会社，日

本）を用い， 4月に元肥としてロング331・180日タイ

プ（チッソ旭肥料，日本）およびマグアンプK中粒

（ハイポネックスジャパン，日本）を用土lLあたりそ

れぞれ 10g, 5 gを混ぜ、たものを株あたり 2L補充した．

10月から翌3月まで追肥として液肥（ピーターズ20司20-

20 (Scotts-Sierra Horticultural Products Company，アメリ

カ）' 2000倍液）を2週間に 1回施用した．過繁茂を防

ぐために葉の枚数を完全展開葉2枚，未展開葉l枚とな

るように適宜摘葉した

2013年11月から 2014年10月まで1年間毎週月曜に

収穫した若葉について， CIEL油（L*a*b＊表色系） (CIE 

1976）における L*, a*, b＊値を測色色差計NR-3000

（日本電色工業，日本）を用いて測定し彩度計

(c*=(a*2+b*2)112）と色相角度h(h＝羽n1(b*/a＊））を算出

した．直葉の写真撮影をデジタルカメラ FinePixZ2 

(FUilFILM，日本）を用いて行った．栽培ハウス内の気

温を温度データロガー TR5li(T&D，日本）を用いて

測定した．

結果および考察

日値（明度）， c＊値（彩度）およびh（色相）は色の

3属性と呼ばれる.L＊値は明るさを表し，日値と h値

はそれぞれ鮮やかさと色合いを表す．

h値は‘Angel’において収穫日によって多少変動が

みられたが，大きな季節変動ではなく，全品種におい

て1年を通して大きな変化はみられなかった（図 la).

一方， U 値とげ値は‘Angel’を除くすべての品種で

季節変動を示したなお，‘Angel’における 11月のL*

値の低下に関しては， f.014年 11月の結果では、 L＊値

は90前後で推移したことから（データ省略），やや信

頼性が乏しい．この点に関しては今後も引き続き直葉

のL*,a*, b＊値の測定を行い，データの信頼性を高め

たうえで検討する必要がある.L＊値は明るさを表し，

値が大きいほど人の目に白く退色して映ることを表す．

U 値とげ値との相関係数は‘Angel’ではr= 0.0574 

と4、さかったカ宝， 'Tropical', ‘Fire’， ‘Previa', ‘Xavia’ 

および‘Sirion’ではそれぞれr= 0.7348, r = 0.8269, 

r = 0.9752, r = 0.9040およびr= 0.8950と大きく， L＊値

とc＊値の聞に強い負の相関関係が認められた（図2).

これらのことから本実験では日値を花色の濃淡の指標

として用い，花色の濃淡の季節変化の傾向について検

討した

L＊値は‘Angel’では 11月にやや小さい値を示した

が，その他の時期では 90前後で推移し，大きな変化は

みられなかった（図 la）.また，実際の直葉の花色につ

いても収穫時期の違いで目視による濃淡の違いはほと

んど認められなかった（図 lb）.これらのことから

‘Angel’では花色の変化は l年を通して小さいと考えら

れた． 'Tropical’， ‘Fire’ではL＊値はともに冬から春

にかけて40前後で推移したが，夏にやや上昇しそれぞ

れ8月25日に45.l,9月1日に45.8と最も大きい値を

示した（図 la）.しかし， 'Tropical’， ‘Fire’ではそれ

ぞれL＊値が大きい値を示した9月1日に収穫した直葉

(L＊値； 43.6）とひ値が小さい値を示した 11月10日

に収穫した直葉（L＊値； 39.4), L＊値が大きい値を示

した7月7日に収穫した直葉（L＊値；42.8）と日値が

小さい値を示した 1月5日に収穫した直葉（L＊値；35.5)

との聞に目視による濃淡の違いはほとんど認めらな

かった（図 lb）.これらのことから＇ Tropical’および

‘Fire’では夏にひ値がやや上昇する傾向が見られたが，

花色の濃淡の違いは人の目に認知される程度ではなく，

花色の変化は‘Angel’と同様に l年を通してごく小さ

いと考えられた．

‘Sirion’ではひ値は冬から春にかけて60前後で推

移したが，夏に上昇し8月25日に67.6と最も大きい値

を示した（図 la）.また， uf直が大きい値を示した 8
月4日に収穫した直葉（L＊値；67.3）の花色はひ値が

小さい値を示した4月6日に収穫した直葉（L＊値；55.6),

12月1日に収穫した直葉（L＊値；53.8）と比べて淡かっ

た（図 lb）.これらのことから‘Sirion’では夏にひ値

が上昇し花色が退色し切花の品質が低下することが

明らかとなった．‘Previa', 'Xavia’ではひ値は冬に

は一定の値で推移したが，春から夏にかけて高まる傾

向が見られ，それぞれ8月4日に68.5,5月26日に68.9

と最も大きい値を示した（図 la）.また，実際の直葉の

花色についても‘Previa’ではL＊値が大きい値を示し

た8月4日に収穫した直葉（L＊値；70.5）と 3月23日

に収穫した直葉（L＊値； 58.4）の花色は， L＊値が小さ

い値を示した 1月5日に収穫した直葉（L＊値； 35.1)

と比べて淡かった（図 lb). ‘Xavia’においても L＊値

が大きい値を示した6月2日に収穫した直葉（L＊値；

66.5）と 8月25日に収穫した直葉（L＊値； 61.5）の花

色は， L＊値が小さい値を示した 11月10日に収穫した

直葉（L＊値；47.1）と比べて淡かった（図 lb）.これら

のことから子revia', ‘Xavia’では春から夏にかけて

L＊値が上昇し花色が退色し切花の品質が低下するこ

とが明らかとなった．また， Pre via’において5月に

一旦L＊値が低下する傾向が見られた時期が遮光率を高

めた時期と重なっていたことから，遮光率を高めたこ

とが退色に影響した可能性がある．一方でL＊値が小さ

い値を示した5月19日（L＊値； 35.6)' 5月26日（L*

値；40.1）の収穫本数はそれぞれl本， 2本と少なかっ

たことから，花色の個体差が強く影響した可能性も考

事
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図1 アンスリウム各品種の L＊♂，h値の推移および益業の花色

a グラフ上部の画像は L*a*b＊値を ROB値に変換し花色を再現したものを示す

b 図中の日付は収穫日，数値は左から L*,c*,h値を示す。
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図2. アンスリウムの各品種における日値と♂値の相関関係

えられたしたがって今後も継続して直葉の L*, a*, 

V値について測定を行い，花色の濃淡の季節変化につ

いてデータの信頼性を高める必要がある

ひ値の上昇と気温の関係について検討した結果，

‘Sirion’では平均気温がそれぞれ27.0℃， 26.8℃および

23.l℃と高い値を示した7月， 8月および9月にひ値

の上昇が認められた（図 la,3）.一方‘Previa＇，‘Xavia’

では平均気温が 17.7℃を示した 3月から 23.1℃と高い

値を示した9月にかけてL本値の上昇が認められた．ア

ンスリウムの花色発現の重要な要素としてアントシア

ニンが挙げられる（Liet al. 2013）.アントシアニンの蓄

積には温度が大きく影響しそれは高温ほど抑制され

るとされている（志佐・高野 1964,Maekawa and 

Nakamura 1977，苫名ら 1979，森ら 2004，野崎ら 2006）こ

とから， ‘Sirion’， ‘Previa', ‘Xavia’における花色の

退色は高温によりアントシアニンの蓄積が抑制された

ことによる可能性が考えられたまた子revia',

'xavia’では春から花色の退色が生じていたことから，

これらの品種では比較的低い気温でも花色の退色が生

じる可能性があることが示唆された．

本調査の結果，‘Angel’，‘Fir巴＼‘Tropical’では l

年を通して花色の変化が小さいこと，‘Sirion’では夏に，

'Previa’， ‘Xavia’では春から夏にかけてそれぞれ花色

が淡く退色することが明らかとなった．このことはア

ンスリウムの切花用品種の中に花色の濃淡が環境の変

化に対して安定している品種と不安定な品種があるこ

とを示している．本実験の供試品種の中では‘Sirion’， 

'Previa', ‘Xavia’は当農場が立地する大阪府，あるい

はそれに似通った気候条件にある地域において切花生

産を行う場合，花色品質が不安定となるおそれがある

しかしこれらの品種は花色がそれぞれ紫，ピンク，赤

紫であり，アンスリウムの切花品種に花色の多様性を

持たせている点で非常に重要で、ある そのため，今後

気温が花色の濃淡に及ぼす影響について明らかにする

とともに，環境の変化に対して花色品質が不安定な品

種において品質を安定化させる栽培方法について検討
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図3.栽培を行った温室内における気温の推移



する必要がある．また， 1年間を通して経時的にアン

スリウム直葉をサンプリングし，直葉に含まれるアン

トシアニンの組成および蓄積量を測定し，アントシア

ニンの組成および蓄積量が花色の濃淡に及ぼす影響に

ついて明らかにする必要がある．

摘要

アンスリウムの花色に及ぼす気温の影響について明

らかにするために， 1年間を通して経時的に直葉の

CIE(1976)L *a*b＊表色系におけるL*,a*, b＊イ直を測定す

るとともに，栽培ハウスの気温を記録した．その結果，

'Angel', ‘Fire’， 'Tropical’では l年を通して花色の

濃淡に変化が小さいこと， ‘Previa', ‘Xavia’では春か

ら夏の期間に，‘Sirion’では夏にそれぞれ花色が淡く退

色することが明らかとなった．このことから‘Previa',

'Xavia’‘Sirion’は当農場が立地する大阪府，あるいは

それに似通った気候条件にある地域において切花生産

を行う場合，花色品質が不安定となるおそれがあるこ

とが示唆された今後気温が花色の濃淡に及ぼす影響

について明らかにするとともに，環境の変化に対して

花色品質が不安定な品種において品質を安定化させる

栽培方法について検討する必要がある．

キーワード：アンスリウム，花色， CIELab，気j量
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